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摘要

競争馬白競争能力は，走行タイム獲得賞金，ハンデキャップなどを指標として評価され，他

由形質との関係が分析されている。本研究では，競争能力の指標として獲得賞金を取り上げ，そ

れを4つのクラスに分類し，競争馬の体重と競争能力と白関係を検討した。さらに，過去20年間

白競争馬の体格的な変化についても検討した。

日本中央競馬会発行白rI990競争馬成績書』から 4才馬雄784illi，雌482頭目体重の記録と 4才

クラシックレース(皐月賞，ダービー，菊花賞，桜花賞，オークス，エリザベス女王杯)における

過去20年聞の全出走馬の体重由記録による 2つのデ タセットを用いた。分析 Iでは，馬体重に

影響を及ぼす効果を推定した。要因としては，誕生月，獲得賞金クラス，出走距離，および性を

考慮し，最小二乗分析を行った。分析Eでは，競争成績と馬体重との関係を過去20年間由競争馬

の平均体重の推移から検討した。

考慮した要因は全て有意であった(P<O.01)。要因白水準閣では， 4月，および5月生まれの

馬は2月，および3月生まれの馬より体重が重し競争能力白高い馬は体重が重川頃向にあった。

性別では雄は雌より約20kg重かった。クラシックレ スにおいても，成績上位馬は成績下位馬よ

り体重が重いものが多く存在した。

また，過去20年間に競争馬の体格には大型化白傾向が認められた。
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緒 論

競馬は何世代にもわたり改良された軽種馬の競争

であり， 18世紀の始めに英国で誕生して以来，世界

各国で行われている。我が固においても競馬は100

年余白歴史を持ち，最近になって競馬の娯楽性はも

ちろんのこと，人間によって高度に改良された競争

馬と人と白人馬一体の躍動美を楽しむスポーツとし
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